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勤続 年発 表 者 の 所 属 　　　　総務部 総合センター管理室 27

テ ー マ 暦 1 回 あ た り の 会 合 時 間 1.5

本 テーマの 活動 期間 　2022 年 9 月　～　2023 年 1月 本 テ ー マ の 会 合 回 数 30

5

本 部 登 録 番 号 240 - 626 サ ー ク ル 結 成 年 月 2022 8

メ ン バ ー 構 成 5 会 合 は 就 業 時 間

平 均 年 齢 54.8 月 あ た り の 会 合 回 数

トヨタ自動車東日本株式会社 繁田 祐介

 　小学５年生を対象とした出前授業で、

   　如何に楽しく学んで頂くかを

     　グループ間の枠を超えた

       　QCC活動で効果を挙げた事例です。

ＱＣサークル紹介 スマイル☺　サークル スマイル　サークル ＰＣ

出前授業のCS向上 ～ 楽しく学べる場を目指して ～

トヨタジドウシャヒガシニホン カブシキガイシャ シゲタ ユウスケ

職場紹介です

総務部は、地域連携推進領域に属しており

宮城県の本社と 静岡県の総合センターを

拠点としており、今回は 総合センターで

横連携強化と人材育成を目的に二つの職場から

メンバーを選抜して合同サークルを結成しました。

総務部は、社内業務はもとより

各地域との窓口を含む 多岐に渡る業務を担当しています

はじめに会社概要を説明致します。

弊社はトヨタグループの一翼を担う企業として本社を

宮城県大衡村に置き東北を拠点とする各工場

ではトヨタのコンパクトカーをはじめエンジンなどの

精密部品を生産しています。

東富士地区では、一昨年１２月に閉所された

東富士工場跡地が、今話題のウーヴンシティーに

生まれ変わります。そして、私達のサークルが所属する、

東富士総合センターと須山工場があります。
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取り上げた理由として

上位方針に沿ったかたちで困り事を両職場のメンバーから

挙げてもらいマトリックス図で評価した結果、出前授業のCS向上

に決めました

５ ６

４３

２
出前授業とは、東富士工場閉鎖に伴い工場見学に替わる地域貢献活動として、

小学校に教材を持参して自動車製造について授業を行う活動です

2021年度は、目標40校 に対して 28校でしたが、授業数は54回を実施しました

内容としては、講師役2名で製造ビデオ視聴や保護具・工具の触手

質疑応答で終了です

振返りと想いとして 子供達にもっと楽しく 体験型も含めて学んでもらいたい

また、2022年度の部方針からもこの活動を更に広げる

という事で 担当者の増員や授業内容の見直しを 図りたい というのが現状です

先ずは、担当者を増やすために、誰にでも説明できるよう現状を整理。

物と情報のながれ図で 関係者・対応タイミング・対応内容等を素人

目線でのワイガヤを含めて作成

更に、授業を手伝ってくれた人からもヒアリング上がった不安な事 を

パレート図で整理・優先順位付けをしたところ、

やはり、未経験で講師役を行う際、質問に答えられるか 等の

講師役に関する不安が7件と TOPでした

目標と計画です

出前授業における不安件数 を 2023年1月 末までに 半減の8件に

するとし、 活動スローガンを「目指せ記憶に残る出前授業」 とし

ステップ毎にリーダーとサブリーダーを設定して活動に入りました

目標値の設定では、今回元となるデータが学校からのお礼のお手紙しか無く

メンバーからも お礼の手紙をお客様の満足度と捉えるのは違うネ 等の声があり、

比較検討するデータが無いので、お客様が望むであろう事に対して 運営側の

不安を減らせば、お客様の満足につながる と考え

先ずは第一歩として不安を半減という数字を設定しました

TQM推進室から特性要因図の振り返り教育を受け

皆でワイガヤ要因解析を行い

多くの要因の中から 3点を重要要因と仮定して検証に入りました

１



７

11 12

10９

８

検証１ 教育アイテムが少ない

これら３つの教育アイテムで出前授業元年は実施しましたが

工場見学でリアルに感じてもらえていた

決められた時間内で作業を完結する事や ポカヨケ等の ライン作業のリアル が

分かってもらえない という事で重要要因と確定しました

検証２、備品運搬が多い。

学校駐車場から、校舎へ運搬⇒下履きから、上履きへの履き替え⇒

階段で１階から、４階へ運搬⇒体験後の片付けと撤収⇒階段で４Fから、１Fへ

運搬⇒最後に、車へ荷の積み込み。

これらを出前授業元年は、2名で実施していた為、

効率的に出来ておらず、また、運搬中のヒヤリもあり、重要要因と確定しました。

検証３ 講師に経験が必要

工場見学で使っていた 質問集や他拠点の質問集も横展しましたが

手伝ってもらった事のある人からも経験が無いと答えるのが難しい や

接し方が不安 との声もあり重要要因と確定しました

出前授業の不安を無くす を基本目的に

みんなで系統図とマトリックス図法を使って対策の立案を行い

５つの対策案を実施する事にしました

対策立案時に備品運搬に関しては、色々と意見が上がったので

更にワイガヤを行い 今回実施する対策を決めました

やる事は決まったので

各対策を効率的に進められるように

実施計画と各対策のリーダーを決めて共有しました
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改めて運搬作業を確認して安全面での不安を

具体的に把握して対策に進む事にしました

安全対策で 教材収納BOX改善です

現状、指の第1関節までしかつかめない為、持ち手部分をくり抜いて

しっかりと握れるようにしました。

ポリ製なので、予想外に穴が開けにくく加藤さん・勝又さん・仲川さんが

苦戦しながら進めてくれました。これにより、持ちやすさは格段に向上しましたが

BOXを持った時に足元が見えないリスクは変わりません

第1ステップで残ったリスクに対してワイガヤを行い単純ですが、

荷物を背負うという発想に着目して検討し、前年にトライNGだった

台車の一部を解体再利用し、リュックを組み合わせて背負子を作成

結果、４つのメリットが生まれました。対策自体は平凡ですが、

実現にはバランスや補強等知恵と工夫が必要でした

遊休品で作った背負子は 一つ 残りの5箱分はどうするか？

費用5万円を追加して背負子を5個作成するか？

6個のBOXは、お払い箱か？ 検討していると仲川さんが、BOX固定用の

フック付きバンドをSTEP1で改善したBOXに引掛けて担いで 軽い と一言

足元も見えて片手も空いた状態で運搬が可能になりました

ビデオからは、伝わらない リアルさ 対策で施設管理グループの東さんから

実車のワイヤーハーネスを使ってフロアーの配線模型作成案が出て

元組立の勝又さんからも 『メーターとかもつけて端子の結線も体験してもらえば？』

との案も追加

さっそく、イメージ図と必用部品の洗出しを行い直ぐに手に入る部品と

ダンプラを使って製作に入りました

ところが、端子やランプ等の部品が足りなくなりアドバイザーに相談したところ、

各拠点のつてを使って必要部品を集めて提供もらいました。

他部署の方のご理解ご協力とメンバーの努力で フロアー配線模型が

完成時間内に６カ所を正しくつなぐとランプが点灯するという少しゲーム性も

織り込んだ教材にしましたまた、二つ折りで持ち運びも楽にしました
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次に他部署の 小学生の子供が居るママさん達に集まって頂き実際に触って

体験してもらい 安全面も含めたヒアリングを実施しました

色々な意見を頂き、特に そもそも何をどこにつなぐかが分からないと言われた

時には、確かにそうだ と唖然としてしまい 早速対策を実施しました

安全面での指摘は無かったので、ヒアﾘﾝｸﾞ結果を反映させて初号機としました

一番の不安材料 質問対応です

東富士工場で使用していた質問集に 追加の質問や

生徒さん対応のノウハウを載せてバージョンアップしました

更に、本社地区の工場見学質問集を頂き 内容を整理統合したものを

本社地区にも共有させて頂きました

STEP3です

バージョンアップした質問集を基に増員予定の講師担当者を対象に

室員と職制が生徒役になり、OJTを実施

生徒役も、子供に成りきって 実のある0JTになり、講師担当も

楽しく自信が付きました

今まで、経験者のみが対応してきた為、講師育成は

OJTのみで行ってきた為、育成アイテムと教育手順をパターン化して

マニュアルに落とし込みました

授業を行うと生徒さん達から手紙を頂きます ただこれは、あくまでも お礼

であって本音や満足度 イコール ではない という風に受取り

メンバー全員の、もっと丁寧に伝えたい という想いに対し1時限は 45分

という壁ができましたが、メンバーから 悩んでいても変わらないから先生に

聞いてみよう という事になり

授業に行った 26校の先生方に内容・時間についてアンケートを実施。アンケート

を送付するにあたり、集計工数も考えてアンケート集計システムを使う為に

メンバー全員で教育を受けて実施しました。ここまで順調でしたが、どこの学校も

先生毎のメールアドレスが無く、学校宛になる為、担当の先生が見て返信して

頂くまでに予定より時間が掛かってしまいました。アンケート結果ですが、

出前授業元年という事もあり、先生方から内容リクエストはありませんでした。

また、私たちが望んでいた 2時限使っても良い学校が10校あり、早速2時限

カリキュラムを作成してパターン化しトライする事にしました
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学校の許可があり

2時限パターンを試行

配線体験ボードもデビュー

子供達も楽しく学んでくれました

担任の先生からも1時限バージョンより

記憶に残りますネ とコメントを頂きました

効果の確認です

５つの対策が効果を挙げて

不安件数 16件の内 12件が 複数対策での効果も含んで

解決できました

結果として

出前授業における不安件数 16件を 4件 75%減と

目標を上回る結果となりました

但し、 苦手意識 という肝の課題は残りましたが

チームワークで解決していきます

標準化と管理の定着では５Ｗ１Ｈで 決めて

改善が後戻りしない様に歯止めを掛けました

反省と今後ですが その前に

今回の活動では 6職場 23名 という大変多くの方々にご理解頂き

多くのご協力を頂きました

メンバー全員で 感謝しております

反省と今後については、この様になっています

色々と前向きなコメントが上がりましたが、机を離れて 現場・現物・現実 3現主義で

活動する事の大切さが分かりました

また、アンケート回答時期の計画が甘く 回答待ちで活動遅延になってしまった

今後は、各自のサークルに戻って今回の活動を活かしたいと思います

また、2時限バージョンの良さを1時限バージョンに活かします

ご清聴ありがとうございました
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